
愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」

【主催】 愛媛大学　【共催】 宇和島市
◆参加申し込み方法、当日プログラムは裏面をご覧ください。

    愛媛大学ＣＯＣ企画運営部事務局（担当：重松）
    〒790-8577　松山市文京町 3番（愛媛大学社会連携推進機構内）
     TEL 089-927-8964   　FAX 089-927-8820      E-mail  coc@stu.ehime-u.ac.jp

問合せ
　＆
申込み

～ これならできる！
　 自分達の地域を元気にするための第一歩  ～

平成 28 年度　愛媛大学 COC 公開講座 in 宇和島市  C
om

m

unity Business in Uwajim
a

2017.1.22（日）13:30 ～ 15:402017.1.22（日）13:30 ～ 15:40 （受付スタート 13:00）

地域づくり（地域活性化）の一つの手法である、「コミュニティ・
ビジネス **」をテーマとした公開講座を開催します。

 

（参加
無料）

開催！
！

** コミュニティ・ビジネス
（Community Business、略称
CB）とは、地域が抱える課題
を、地域資源を活かしながら
ビジネス的な手法によって解
決しようとする事業のこと。
地域の人材やノウハウ、施設、
資金を活用することにより、
地域における新たな創業や雇
用の創出、働きがい、生きが
いを生み出し、地域コミュニ
ティの活性化に寄与するもの
と期待されています。

会場 : 宇和島市役所  2Ｆ 大会議室（宇和島市曙町 1 番地）

定員 :150 名（先着順）

講演 「ICT 利活用による地域の活性化（ICT 利活用事例紹介）」

「コミュニティ・ビジネスによる住民主体の地域づくり
～ある自治体の 6 年間にわたる CB による住民自治おこし活動～」

講師：愛媛大学社会連携推進機構　教授　坂本　世津夫

講師：コミュニティビジネス総合研究所　代表取締役社長　細内　信孝 氏

地域創生には、ICT の利活用が不可欠です。四国や日本における ICT の利活用事例（地域情報

プラットフォーム）を紹介します。

2009 年から 2014 年まで細内所長が直接指導した千葉県九十九里浜にある人口 5 万 5 千人

が住む海、山、川のある市で、6 年間にわたってコミュニティ・ビジネス（ＣＢ）による住民

自治を育む事業展開を紹介します。初年度に行われた 15 回連続のＣＢ講座や隣接する自治体

の商工会議所との連携、参加する多くの仲間と一緒にＣＢ事業プランの作成、そしてＣＢ事業

プランの発表会や交流会を通じた新たな仲間づくりなど、参加者の地域活動や地域事業の発展

段階を踏まえた住民主体の地域づくりを紹介します。

特別講演



愛媛大学COC公開講座 in宇和島市
◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

【会場】宇和島市役所　2F　大会議室　
（宇和島市曙町 1番地）

参加申込み先 愛媛大学COC企画運営部事務局 (社会連携推進機構内 )
Mail: coc@stu.ehime-u.ac.jp　Fax: 089-927-8820

　　なお、承諾のご連絡はいたしません。定員に達した場合、お断りのご連絡を差し上げます。

お名前

ご所属、役職名

連絡先 Tel: Mail:

※ 複数人でお申し込みの際は、全員分のお名前をご記入ください。

【定員150名】
【先着順】

●  １月１８日（水）までに、eメールまたは FAX で、上記 COC企画運営部事務局までお申し込みください。

●   障がいのある方等で支援の必要な方は、２週間前までにその旨をお書き添えください。

【主催】 愛媛大学　【共催】 宇和島市　

平成28年度

 122（日）
参加費無料 プログラム詳細◎◎◎ ◎◎◎

13:30 〜 13:35

13:35 〜 13:40

13:40 〜 14:10

主催者挨拶 愛媛⼤学 理事・副学⻑ 仁科 弘重 

共催者挨拶  宇和島市⻑ ⽯橋 寛久 ⽒

講演 「ICT 利活⽤による地域の活性化（ICT 利活⽤事例紹介）」

14:10 〜 15:40

“ これならできる！
自分達の地域を元気にするための第一歩”

講師：愛媛⼤学社会連携推進機構 教授 坂本 世津夫

特別講演 「コミュニティ・ビジネスによる住⺠主体の地域づくり

講師：コミュニティビジネス総合研究所 代表取締役社⻑ 細内 信孝 ⽒

13:00 〜 受付開始 

講師プロフィール（坂本　世津夫）

2002 年 4 月から 2005 年 3月まで、愛媛大学にて「地域
情報学」（伊予銀行寄附部門）を担当。2005 年 4月から
2011 年 3月まで、高知大学国際・地域連携センター教授
（生涯学習部門長）。2014 年 10 月より愛媛大学社会連携
推進機構教授（地域連携コーディネーター　南予担当）。
日本の情報化を、地域という視点で見直し、地域におけ
る「知的能力」と「コミュニケーション能力」を高める
ことにより、新たな産業集積や地域の活性化（地域の自立）
が実現できないか、研究・実践している（ICT 利活用促進）。
地域情報化アドバイザー（総務省）、地域活性化伝道師（内
閣官房）、一般社団法人日本テレワーク協会アドバイザー、
現代龍馬学会（理事）、マイルドさ国党（党首）等

講師プロフィール（細内　信孝 氏）

1980 年国立信州大学を卒業、日本のコミュニティ・ビジ
ネスの提唱者。1994 年よりコミュニティ・ビジネスの提
唱者として、北海道から沖縄まで全国 47 都道府県すべて
を訪問し、コミュニティ・ビジネスの普及活動を行う。
総務省の地域情報化アドバイザー、ICT 地域マネージャー。
専門は地域づくり全般で、コミュニティ・ビジネス、ソー
シャル・ビジネス、地域商業、地域福祉、地域農業、
ICT・地域情報、シニア・女性起業、非営利・NPO経営論。
現在、コミュニティビジネス総合研究所代表取締役社長、
町の学校校長、コミュニティ・ビジネス・ネットワーク
理事長のワラジを履く。

〜ある⾃治体の 6 年間にわたる CB による住⺠⾃治おこし活動〜」


